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j ベニズワイガニ E-
; 富山の味を代表するものに「ベニズワイガニ」がある。 ヵ !

;ニ漁が解禁になると、 1紳4
;気に満ちあふれる。 ! 
j 水揚げされたカニは、 その場でIpらをはぐ。 cゆでると、 1 
j甲らから出る液によって色彩がやや黒くなるからである。) l 
j熱湯のたぎる大きな釜に入れられると、いっそう真ツ赤にな (

jって、庖頭に顔を見せる。また魚津から宮崎にかけての国道 ;

j筋に、カニの屋台がぎっり並ぶのも、富山の風物のーっとい 1
jえよう。 ; 

j ベニズワイ力。ニは、多くのカニの111でも肉が多くて一番ぉ j

jいしいと され、富山県人にとっては、冬の料理としていつも j
i慣れっこになっているが、その味わいの淡白さ、色彩のきれ j

jいさは、全国的に喜こばれている。 j 

(魚津漁港で10月6日縁影)
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みんなの県政

県
民
の
み
な
さ
ん
を
県
の
施

設
や
事
業
現
場
へ
案
内
し
、
県

政
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
「
県
政
パ
ス
教

室
」
は
、
十
月
二
十
一
日
第
一

号
車
が
発
車
し
た
。

午
前
十
時
、
県
庁
正
面
玄
関

に
は
、
応
募
者
多
数
の
う
ち
か

ら
選
ば
れ
た
二
三
才
か
ら
六
八

才
ま
で
の
男
女
四
七
人
が
、
巾

田
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た

あ
と
、
八
尾
県
民
課
長
や
関
係

職
員
の
説
明
案
内
で
、
県
立
図

書
館
、
富
山
新
港
、
二
上
青
少

年
の
家
、
高
志
学
園
な
ど
八
カ

所
を
見
て
回
っ
た
。

参
加
者
に
は
、
は
じ
め
て
見

る
施
設
と
あ
っ
て
、
各
施
設
で

の
専
任
職
員
の
説
明
を
熱
心
に

き
く
姿
が
め
だ
っ
た
。

県
政
パ
ス
は
、
二
十
三
日
に

は
コ

l
ス
を
か
え
た
一
般
公

募
、
二
十
七
日
民
生
委
員
グ
ル

ー
プ
、
三
十
日
婦
人
会
員
グ
ル

ー
プ
を
対
象
に
県
内
の
施
設
を

見
て
回
っ
た
。
さ
ら
に
来
年
三

月
に
も
二
回
実
施
す
る
予
定
。

(
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
県
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
き
き
た
い
と
、
あ
い

さ
っ
す
る
中
聞
知
事
と
多
加
者
の
み
な

さ
ん
〉



¥ノ，at
‘、

せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

〉

ん
。
従
っ
て
営
利
的
な
業
務
を
行
な
関
や
情
報
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
、

特
色
と
今
後
の
問
題
点

し
か
し
、
木
県
民
業
の
柱
は
や
は

K

わ
な
い
た
め
、
組
合
運
営
の
費
用
は

生

活

閤

の

拡

大

は

、
こ
の
拡
域
合
併

本
県
の
米
生
産
調
整
の
特
色
は
、

り
米
作
で
あ
る
こ
と
に
変
り
ま
せ
ん

〉

す
べ
て
農
家
の
負
担
金
と
国
の
補
助

に

一

段

と
拍
中
を
か
け
る
こ
と
に
な

な
ん
と
い
っ
て
も
土
地
改

良

の

通

年

の

で

、
生
産
性
の
白
い
米
作
り
、
す

信

金
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

耳

す
。

園
、
県
の
指
導
方
針

施
行
に
よ
る
も
の
の
割
合
、
が
著
し
な
わ
ち
安
い
米
作
り
と
良
質
米
の
生

字

L

X

υム
或
ム
ロ
併
の
利
点
土
、
組

合

運

ザ

」

民

林
省
で
は
、
今
年
度
か
ら
三
カ

く
大
き
い
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は

産

に

よ

っ

て

、
消
費
地
で
の
競
争
で

工

j

j

J
l

』

)(

の
合
理
化
に
よ
っ
て
、
民
家
負
担
の
年
計
画
で
広
域
合
間
を
推
進
す
る
こ

米
作
り
の
近
代
化
の
基
盤
を
作
る
た
優
位
に
立
つ
努
力
を
続
け
ね
ば
な
り

え

経
減
と
農
業
木
災
害
補
償
業
務
の
安
定
と
と
な
り
、
合
併

一
組
合
あ
た
り
約

め
に
は
必
要
な
こ
と
で
す
。

ま
せ
ん
。

え

し
た
運
用
の
二
点
に
要
約
さ
れ
ま
す
一

O
O万
円
の
補
則
金
を
出
し
て
奨

し
か
し
、
休
刺

を

含

め

て

こ

の

よ

一

方

、
来
年
度
の
生
産
調
整
の
内

え

が
、
共
休
的
に
例
示
す
る
と
、
次
の

励
し
て
い
ま
す
。
県
で
も
こ
の
方
針

う
な
生
産
調
整
は
、
い
つ
で
も
米
作
容
は
ま
だ
固
ま

っ
て
お
り
ま
せ
ん

=

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

に
そ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
今
年
度
は

り
に
復
帰
で
き
る
の
で
、
国

が

す

す

が

、
米
の
需
給
事
情
か
ら
み
て
本
年

一~

①
事
務
の
集
中
管
理
と
機
械
化
に
一

O
O万
円
を
合
併
委
員
会
へ
補
叫

め
よ
う
と
し
て
い
る
転
作
や
農
地
の
以
上
の
脱
棋
で
実
施
が
要
請
さ
れ
る

一~

よ
る
合
理
化
が
可
能
と
な
り
、
経
貸
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

転
用
の
よ
う
な
、
農
業
の
生
産
構
造
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

)(

を
節
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
併
の
進
捗
状
況

の
変
華
と
結
び
つ
か
な
い
、
い
わ
ゆ
こ
と
し
の
経
験
か
ら
来
年
度
以
降

戸

②
危
険
分
散
が
可
能
と
な
り
、
事

本

年

三
月
に
県
段
階
の
機
関
と
し

る
米
過
剰
か
ら
の
緊
急
避
難
的
な

効

の

心

構

え

と

し

て

は
、
有
利
な
転
作

=

業
の
安
定
し
た
運
用
が
で
き
る
。

て
、
広
域
合
併
推
進
委
員
会
が
設
立

民
し
か
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。

へ
の
拡
大
と
、
休
刺
凹
の
適
切
な
管

〉

③
共
済
の
支
払
や
無
事
戻
し
の
実
さ
れ
、合
併
計
画
を
検
討
し
た
結
果
、

)(

施
に
不
安
が
な
く
な
る
。

県
内
の
三
九
組
合
を
打
ち
山
し
ま
し

来
年
も
生
産
調
整
か

理
が
よ
り
重
要
と
な
り
ま
し
ょ
う

o

c)(

④
損
害
防
止
な
ど
の
指
導
事
業
が
た
。
現
在
こ
れ
に
基
ご
つ
き
、
各
地
区

伝
作
を
有
利
に
す
す
め
る
に
は
、

米
年
度
以
降
も
米
生
産
調
整
が
続
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
諸
対

ヰ

強
化
さ
れ
、
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
信
に
広
域
合
併
推
進
協
議
会
が
設
立

各
々
の
農
産
物
価
格
の
均
衡
性
や
、

け
ら
れ
る
見
込
み
が
強
い
こ
と
か
策
を
適
切
に
実
胞
す
る
に
は
、
可
能

え

と
併
せ
て
掛
金
率
の
低
下
が
可
能
と
さ
れ
、
細
部
に
わ
た
り
協
議
さ
れ
て

消
費
流
通
上
の
諸
問
題
が
十
分
配
慮

ら

、
奨
励
補
助
金
の
扱
い
と
も
か
ら
な
限
り
生
産
調
整
旧
の
集
団
化
と
農

ヰ

な
る
。

い
る
段
階
で
す
。

市
町
村
を
は
じ

さ
れ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
適
地
適

産

み

ま

す

が

、
ど
の
よ
う
な
方
針
が
打
家
相
互
の
協
力
休
制
が
望
ま
れ
ま

く

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
め
、
関
係
団
休
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

と
い
わ
れ
る
農
業
の
特
色
も
ゆ
る
が

出
さ
れ
る
か
、
い

ち

ま

つ

の

不

安

が

す

。

(
農
政
課
)

〈

ま
す
が
、
と
に
か
く
最
近
の
交
通
機
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
長
政
課
)

縦
割
り
行
政
か
ら
く
る
弊
害
を
で
き
に
公
害
防
止
対
策
、
交
通
安
全
対
策

②
大
気
汚
染
防
止
法
、
工
場
排
水
脱
交
通
安
全
課
で
は
、
①
交
通
安
全
対

る
だ
け
解
消
し
、
県
の
公
害
行
政
が
を
推
進
す
る
休
制
が
で
き
ま
し
た
。

制
法
、
騒
音
規
制
法
に
よ
る
規
制
及

策

②

交

通

事

故

相

談

③

陸

運

事

機
能
的
、
総

合

的

に

運

営

で

き

る

よ

公

害

部

の

各

課

の

主

な

仕

事

と

し

び

届

山

③
公
害
防
止
の
技
術
指
導
務
所
と
の
連
絡
な
ど
。

う

新

設

さ

れ

た

も

の

で

す

。

て

、
公
害
管
理
課
で
は
、
①

公

害

の

④

毒

物

、
劇
物
の
製
造
業
の
事
故
防
公
害
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
害
の
調

公
害
部
は
、
公
害
管
理
課
、
公

害

苦

情

相

談

、
紛

争

の

処

理

②

公

害

止

に

つ

い

て

の

指
導
、
監

督

査

、
検
査
、
測
定
な
ど
の
公
害
パ
ト

防
止
謀
、
保
安
整
備
課
、
交

通

安

全

防

止

施

設

に

対

す

る

金

融

の

あ

っ

せ

保

安

整

備

課

で

は
、
①

高

圧

ガ

ス

ロ

ー

ル

。

課
及
び
公
害
セ
ン
タ
ー
か
ら
構
成
さ

ん

③

公

害

防

止

に

つ

い

て

の

市

町

及

び

火

薬

類

の

取

締

り

②

電

気

工

れ
て
い
ま
す
。

村
と
の
連
絡
、
指
導

及

び

助

成

事

士

試

験

の

実

施

③

清

掃

施

設

の

専
任
職
員
も
従
来
に
く
ら
べ
て
、

公
害
防
止
課
で
は
、
①

公

害

防

止

整

備

計

画

、
維
持
管
理
④
清
掃
業

四
六
名
に
充
実
強
化
さ
れ
、
積
極
的
条
例
に
よ
る
公
害
の
規
制
及
び
届
山

務
の
運
営
指
導

みんなの県政

にみる休
耕
と
通
年
施
行
が
主
体

生
産
調
整
が
ど
ん
な
手
段
で
行
な

わ
れ
た
か
を
み
て
み
ま
す
と、

最
も

大
き
な
割
合
い
は
、
休
耕
の
四
七

・

O
軒
、
次
い
で
土
地
改
良
通
年
施
行

の
四
二

・
九
軒
で
、
こ
の
両
者
で
全

休
の
八
九

・
九
軒
に
達
し
ま
す
。

飼
料
作
物
、
園
芸
作
物
な
ど
へ
の

転
作
は
振
わ
ず
、
九

・
七
軒
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
林
地
、
養
魚

池
な
ど
へ
の
転
換
が

0
・
回
。計
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
の
方
針
と
し
て
は
、
転
作
が
最

も
則
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
態
は
、

木
県
の
よ
う
な
米
単
作
地
帯
で
は
、

極
め
て
閃
難
な
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。公

車問

部

みんなの県政

十
月
一

日
か
ら
、
県
の
機
構
改
革

に
よ
っ
て
全
国
初
の
「
公
害
部
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
産
業
の
発
展
に
伴
な
っ
て

続
発
し
て
い
る
「
公
害
」
を
、
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
公
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
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守口 り務民運制務方資作い農し策に
つ IlIJこかに業営の貨 、源 付 も業ての設良
い 村 れねも災がまあ人が 面 のをきー立業
てのにま支害因ま噌件改績がとまー環さ共U 検区対せ障補難 推 大費第のありし と れ済

!.或処ん を 償 と 移なな k減りまたして組
さをす 。き」なすどど減少 ま く 。て以合
れ越る たとりるにを少なす諸し 、実問
胎え方 すい 、とよ中しど 。情かそ
めた策 事うひやっ心て 、例 勢しの良昭
た広と 態本いがて と L 共えは 、使 業 和
わ域し に米てて 、すし、済ばき最命冬二
け合て ものは 組 現るる対水び近を青ー
で 例、 な業 「 合 体 事ー象稲しの果対年

減
産
目
標
の

三
三
%
達
成

米
過
剰
対
策
と
し
て
、
大
き
な
関

心
を
も
た
れ
た
こ
と
し
の
米
の
生
産

調
整
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
深
い
理

あ
り
ま
す
。

最
近
、

農

業
共
済
組
合
の
広
域

合

併

に
つ
い
て
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
共
済
組

合
が

農
村

社
会

に

果
す
役
割

や
そ

の
経
営
内

容
に
着
目
し
な
が
ら

な
ぜ
広
域

化
が
必

要
な
の
か

そ
し
て

そ
の
メ

リ

ッ
ト
は
何

か

な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

な

ぜ

広

域

化

が

必

要

か

- 4一

す
。
合
併
を
必
要
と
す
る
理
由
と
し

て
は
、
具
体
的
に
次
の
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

①
共
済
対
象
資
源
の
減
少
に
伴
な

う
業
務
費
収
入
の
減
少
に
対
応
し

て
、
事
業
運
営
の
合
理
化
を
す
す
め

業
務
経
費
の
引
下
げ
を
凶
る
。
②
危

険
分
散
の
拡
大
に
よ
り
掛
金
率
の
安

定
と
平
準
化
を
図
る
。
③
職
員
の
専

門
化
に
よ
る
事
務
能
率
の
向
上
と
妓

術
職
員
の
防
災
指
導
部
門

へ
の
専
従

を
図
り
、
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

務
め
る
。
な
ど
で
す
。

広
域
合
併
の
利
点

民
法
一
歪
ハ
済
組
合
は
、
も

っ
ぱ
ら
災

引い門
補
償
を
業
務
と
し
、
こ
れ
に
関
連

す
る
災
害
の
本
然
防
止
の
指
導
を
あ

わ
せ
て
行
な

っ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ

- 5一



みんなの県 政

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
木
材
は
年
間
六
、
六

O
O

立
方
対
が
県
森
林
組
合
連
合
会
の
共

販
所
で
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
森
林
組
合
の

労
務
班
員
の
努
力
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
こ
ん
ご
も
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
山
村
か

ら
の
人

n
の
流
山
、
賃
金
の
高
騰
と

い
う
問
題
も
あ
っ
て
、
労
務
の
確
保

に
は
、
い
っ
そ
う
の
努
力
が
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
県
の
林
業
は
、

公
益
性
が
高
い
こ
と
、
生
産
力
が
低

い
こ
と
、
山
村
の
過
疎
と
の
関
連
、

外
材
輸
入
量
の
明
大
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
の
課
題
を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。

林
業
の
近
代
化
と

木
材
関
連
産
業
の
振
興

県
で
は
、
さ
き
の
県
総
合
開
発
審

議
会
で
答
申
の
あ
っ
た
第
四
次
富
山

県
勢
総
合
計
画
を
基
本
に
し
て
、
次

の
施
策
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

県
勢
総
合
計
画
は
、
昭
和
六

0
年

度
ま
で
の
県
の
発
展
の
方
向
を
示
し

た
も
の
で
す
が
、
林
業
計
画
で
は
、

林
業
の
近
代
化
と
木
材
関
連
産
業
の

振
興
を
基
調
に
し
て
お
り
ま
す
。

拡
大
造
林
の
推
進

近
年
の
山
村
の
過
疎
現
象
は
造
林

に
も
大
き
く
影
響
を
ぼ
し
、
例

人
造
林
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
県
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養

な
ど
森
林
の
効
用
を
よ
り
発
揮
さ

せ
、
林
業
経
常
の
広
一
盤
で
あ
る
森
林

を
造
成
す
る
こ
と
は
不
可
欠
の
こ
と

で
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
六

0
年
度
ま
で

に
民
有
林
の
約
四
五
軒
に
あ
た
る
八

万
二
、

0
0
0お
(
す
で
に
四
万

三
、

o
o
opは
造
林
済
〉
の
造
林

が
計
両
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
個
人
造
林
が
伸
び
悩
み
の
状
態

に
あ
る
の
で
、
公
社
造
林
、
公
団
造

林
及
び
県
行
造
林
な
ど
に
よ
る
公
営

造
林
を
、
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

林
道
網
の
整
備

山
腹
に
林
道
を
開
設
し
、
公
道
、

農
道
な
ど
と
連
惟
仇
し
て
本
県
の
東
西

を
結
ぶ
杭
断
林
道
を
巾
心
に
、
林
道

の
開
設
、
改
良
を
は
か
る
計
画
が
た

て
ら
れ
、
総
延
長
は
二
、
三

0
0キロ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

森
林
組
合
の
育
成
と

労
務
の
確
保

森
林
組
合
の
広
域
的
活
動
を
肢
と

し
て
、
森
林
組
合
の
執
行
体
制
の
強

化
、
労
務
の
組
織
化
、
機
動
化
お
よ

び
労
務
班
の
労
働
条
件
の
改
善
を
強

力
に
推
進
し
て
、
民
有
林
の
担
い
手

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

林
業
は
、
皆
さ
ん
が
ご
承
知
の
と

お
り
、
森
林
を
対
象
に
し
た
土
地
生

産
業
で
す
。

こ
の
森
林
は
、
従
来
木
材
や
、
木

炭
、
く
り
、
し
い
た
け
な
ど
の
林
産

物
の
生
産
の
場
と
し
て
の
み
見
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
水
源
の

か
ん
養
、
土
砂
の
流
出
防
備
、
な
だ

れ
の
防
止
な
ど
、
県
土
の
保
全
、
県

民
の
休
養
の
場
と
し
て
の
活
用
も
加

味
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
経
済
の
発
展
と
と
も

に
多
く
の
人
々
が
、
緑
豊
か
な
自
然

の
中
に
く
つ
ろ
ぎ
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
て
来
た
か
ら
だ
と
い
え
る
で
し

V
4
A
J

。
造
林
を
は
ば
む
雪

県
下
に
は
、
現
在
約
二
八
万
五
、

0
0
0
診
の
林
野
(
国
有
林
一

O
万

三
、

0
0
0診
、

民

有
林
一
八
万

二
、

0
0
0か
)
が
あ
っ
て
、
そ
こ

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
材
積
は
、

て

八
五

O
万
立
方
げ
(
国
有
林
六
三

O

万
立
方
財
、
民
有
林
八
国
有
林
以
外

の
も
の

V
一
、
二
二

O
万
立
方

M
)

し
か
し
、
本
県
の
林
野
は
概
し
て

地
形
が
急
峻
で
、
積
雪
量
が
多
い
な

ど
、
不
利
な
条
件
を
多
く
も
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
を
克
服
し

て
、
林
業
従
事
者
の
所
得
の
向
上
を

凶
る
た
め
、
県
で
は
林
業
経
常
の
近

お
り
ま
す
。

林
業
技
術
の
開
発
と
普
及

技
術
開
発
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
木
県
特
有
の
州
司
性
ス
ギ
リ
川
町

の
育
成
、
薬
剤
、
機
械
の
活
用
に
よ

る
革
新
的
省
力
技
術
の
開
発
と
背
及

を
し
て
お
り
ま
す
。

まて代
す 、化
。種

々生
の産
施基
策盤
をの
す整
す備
めを
てめ
おざ
りし

零
細
林
家
が
多

い

ま
た
、
本
県
の
森
林
は
さ
き
に
述

べ
た
よ
う
に
、
自
然
条
件
の
不
利
な

点
と
、
森
林
の
所
有
規
模
が
非
常
に

零
細
な
点
、
い
わ
ゆ
る
民
有
林
の
八

五
軒
ま
で
が
私
有
林
で
、
本
県
林
業

の
主
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

林
家
数
二
万
七
、

0
0
0戸
の
う
ち

九
一
軒
ま
で
が
、
五
診
未
満
の
小
規

模
林
家
で
占
め
て
い
る
た
め
に
、
団

地
化
が
十
分
に
す
す
ん
で
い
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
人
工
造
林
の
進
度
は

に
ぶ
く
、
民
有
林
に
あ

っ
て
は
、
人

工
林
率
が
よ
う
や
く
二
三
軒
に
達
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
は

下
位
に
あ
る
の
が
実
状
で
す
。

木
材
の
需
要
は
年
々
増
加

林
産
物
の
動
向
で
す
が
、
近
年
の

所
得
の
増
大
と
住
宅
産
業
の
拡
大
と

に
よ
っ
て
、
木
材
工
業
の
進
展
は
け

ざ
ま
し
い
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
素
材
の
消
費
量
は
年
々
大
山

に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
外
材
の
愉

入
量
も
著
し
く
増
加
し
て
お
り
ま

す
。近

年
の
素
材
の
取
扱
い
状
況
を
み

ま
す
と
、
昭
和
三
十
八
年
に
一
四
二

万
立
方
げ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和

四
十
四
年
に
は
、
二
三

O
万
立
方

M

と
わ
ず
か
五
年
の
聞
に
約
一

・
六
倍

に
達
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
の
外
材
の
入
荷
量
も
約
二

倍
に
増
加
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
は

一
六
四
万
立
方
げ
に
も
達
し
て
お
り

ま
す
。

一
方
、
県
内
の
生
産
量
は
横
ば
い

を
続
け
、
取
扱
い
量
の
一

O
が
引
を
下

)
ノ~ 

木
材
関
連
産
業
の
振
興

林
業
の
同
地
化
促
進
と
木
材
協
同

組
合
の
育
成
、
関
連
工
業
の
娠
興
、

木
村
試
験
場
の
活
用
を
は
か
る
と
と

も
に
、
富
山
新
港
を
小
心
に
、
約
一

0
0万
平
方
脱
の
貯
木
施
設
を
整
備

す
る
-
副
画
で
す
。

(
林
政
課
)

匂精肉即応明、;，PI湖罵開猷明野1'，.溜眠、書純白、

44年 5月砺波市頼成山で‘行なわれた全国植樹祭 祭りごとに終らせないでみんなで植樹しよう

凶
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
林
産
物
と
し
て
は
、

木
炭
が
燃
料
の
消
費
構
造
の
変
化
に

よ
っ
て
急
'
械
に
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、
ク
リ
、
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
な

ど
は
林
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
や

技
術
の
向
上
、
産
地
化
の
推
進
と
相

ま
っ
て
杭
地
す
る
家
も
附
加
し
て
、

県
内
需
要
量
の
六
三
州
市
を
占
め
る
ま

で
成
長
し
ま
し
た
。

森
林
組
合
に
つ
い
て
は
、
現
在
県

下
に
三
二
の
組
合
が
あ
り
ま
す
が
、

昭
和
四
十
四
年
度
に
実
施
し
た
事
業

の
総
額
は
、
七
億
四
、

0
0
0万
円

で
、
平
均
、

一
組
合
当
り
二
、
三

O

O
万
円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

森
林
組
合
の
主
な
事
業
と
し
て
、

造
林
関
係
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
度

に
は
新
植
林
約
九

O
Oか
、
下
刈
な

ど
の
保
育
事
業
は
五

0
0
0か
行
な

- 6ー
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一

こ

の
一
口
か
ら
翌
年
の
二
月
卜
五

内

uま
で
、
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま

川
す
。

ハ
ン
タ
ー
た
ち
は
も
う
す
で
に

叩
準
備
を
終
え
、
獲
物
の
大
き
さ
で
胸

…
算
用
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

F

わ
た
し
た
ち
の
心
配
な
こ
と
は
、
山
川

小
獲
さ
れ
る
鳥
や
獣
で
は
な
く
、
州
獲

V

す
る
と
き
に
使
用
さ
れ
る
道
具
や
万

…
法
で
す
。

f

道
具
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
猟
銃

ん
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
季
節
に
な
る

わ
と
、
よ
く
猟
銃
が
暴
発
し
て
:
:
:
と

サ
か
、
誤
っ
て
引
き
が
ね
を
ひ
い
た
た

日
め
:
:
:
と
い
う
事
故
の
な
い
よ
う
、

…
く
れ
ぐ
れ
も
銃
の
保
持

・
管
理
の
ほ

干
う
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た

ザ
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
間
違

っ
て

一
も
禁
猟
区
や
人
家
の
近
く
で
は
、
安

れ
全
ケ
l
ス
か
ら
出
し
て
持
ち
歩
か
な

ヤ
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
と
い
う
こ
と

叩
で
す
。

e

ベ
テ
ラ
ン
の
ハ
ン
タ
ー
で
す
と
、

，
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

ヤ
う
が
、
と
り
た
て
の
資
格
者
の
小
に

一
は
、

空
気
銃
な
ど
は
子
ど
も
の
お
も

h

ち
ゃ
く
ら
い
に
考
え
て
気
軽
に
抜

っ

叫
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
し
ろ
う

J

と
の
無
資
格
者
が
、
同
じ
よ
う
に
扱

ん

っ
て
、
か
り
に
お
も
し
ろ
半
分
に
引

小
が
ね
を
ひ
い
た
ら
ど
ん
な
こ
と
に
な

切
る
と
思
い
ま
す
か
、
ま
か
り
間
違
え

…
ば
凶
器
と
し
て
使
用
に
た
え
る
猟
銃

い
の
管
理
に
は
、
念
を
入
れ
て
扱
う
よ

占
う
に
・
:・
:
。
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
と
は

ザ
わ
け
が
違
い
ま
す
。

狩

猟

解

禁
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みんなの県政

ミみなさんと県政を結ぶ、県政公聴会は、

現地へ知事以下各部局長が出向いて、みなさ

んの意見をきき、県政に反映させようと、毎

年 1回県内 8力所で開催しておりますが、最

近における主な要望の処理状況 (43、44年度

分〉は、 次表のとおりです。

免o
豊
隆
橋
に
電
灯
設
置
を

四
十
四
年
十
二
月
照
明
灯
四

0
0

ヲ
三
灯
を
設
置
。

小

杉

会

場

。
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
用

額
を

四
十
四
年
度
四

O
五
万
円
を
四
卜

五
年
度
に
お
い
て

一
、

0
0
0万
円

に
増
額
。

o
母
子
学
級
委
託
費
の
増
額
を

四
十
四
年
度
に
お
い
て

二
三
万

五
、

0
0
0円
に
追
加
補
正

で
用

額
。

o
太
閤
山
団
地
入
居

施
設
の
充
実
を

四
十
五
年
度
か
ら
入
居
の
際
の
敷

金
を
団
地
整
備
共
同
施
設
な
ど
で
、

入
居
者
に
還
元
運
用
す
る
た
め
予
算

'ド
μ

。

み ん な の 県政

城

端

川

会

場

川

o
金
沢
、
城
端
、

平
線
の
国
道

昭
和
四
十
三
年
度

。
県過ミ ムでπ 三

税疎 i 去-r ~
の 地 E

特域 i場 i 
5]1j vこ三
措お，，1"11，111"11，.11

置 け
をる

四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
山
村
へ

き
地
に
、
新
増
設
の
工
場
な
ど
に
対

し
、
不
動
産
取
得
税
を
減
免
(
遡
及

適
用
)
し
た
。

o
歯
科
医
の
長
期
巡
回
診
療
を

四
十
五
年
度
か
ら
歯
科
治
療
設
備

の
あ
る
地
区
に
、
一
カ
月
の
長
期
診

療
を
実
施
。

o
利
賀
川
の
電
源
開
発
促
進
を

四
十
四
年
三
月
末
、
県
と
関
西
電

力
の
間
で
ダ
ム
は
多
目
的
ダ
ム
と
す

る
が
、
一

O
億
円
程
度
に
縮
少
し
、

県
は
治
水
面
、
関
西
電
力
は
発
電
面

を
担
当
す
る
こ
と
で
合
議
。

;会砺 i

;場波 i

。
県
委
託
品
消
火
薬
剤
の
備
蓄

を四
十
四
年
度
に
お
レ

砺
波
市
に

昇
格
を

四
十
四
年
十
二
川
に
国
道
昇
格
決

{疋
。

o
林
業
労
働
力
の
確
保
に

中
堅
労
務
者
養
成
を

四
十
四
年
九
月
補
正
で
、
中
堅
技

能
者
確
保
対
策
も
一

O
O万
円
予
算

'ドぃ。。
県
単
災
害
林
道
復
旧
事
業
費

の
復
活
を

四
十
四
年
九
月
補
正
で
一

、
五
O

O
万
円
予
算
化
。

o
過
疎
地
域
対
策
を

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
五

O
万
円
、

集
落
再
編
成
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

一

部
補
助
二
O
万
円
を
四
十
五
年
度
予

算
化
、
過
疎
地
域
工
業
振
興
条
例
制

定
。
四
十
四
年
十
二
月
八
日
施
行
。

福

岡

山

川

会

場

o
土
地
改
良
を
め
ぐ
る

換
地
問
題

関
係
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
四
十

四
年
一

O
月
、
本
人
、

県
出
先
機

関
、
土
地
改
良
区
の
三
者
で
話
し
合

い
解
決
。

新
た
に
設
置
。

o
子
供
の
遊
び
場
に
補
助
を

四
十
四
年
度
に
お
い
て
、
市
町
村

の
用
地
買
収
費
に
対
し
補
助
。
県
内

五
カ
所
実
施
。

o
砺
波
高
校
に
理
数
科
を

四
十
四
年
度
か
ら
実
施
。

;- ~ヘロh 吉
三 宮畠 F

E場山 ;

o
母
子
学
級
予
算
の
増
額
を

四
十
四
年
度
に
お
い
て
、
一

O
万

円
か
ら
二
二
万
五
、

0
0
0円
に
補

正
増
額
。

高

岡

会

場

o
乳
児
専
門
保
育
所
の
設
置
を

乳
児
保
育
所
を
県
内
に
=
一
カ
所
実

施
。

一
般
保
育
所
四
カ
所
に
保
育
施

設
を
整
備
し
た
。

。
牧
野
地
区
の
越
境
入
学

新
湊
市
は
、
四
十
四
、
四
十
五
年

の
両
年
度
引
続
き
就
学
委
託
を
受
託

し
て
い
る
。

o
過
疎
地
帯
の
林
道
補
助
率
の

増
額
を

四
十
五
年
度
に
お
い
て
、
県
単
で

四
軒
増
額
。
過
疎
地
域
外
も
含
む
。

E会大 i

E場山 ;

畜;会大 三
一・
誌i 沢;
一 一 . 
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糞
尿
処
理
を

四
十
四
年
九
月
末
、
冬
期
余
剰
糞

尿
処
理
の
た
め
、
九
、
三
六

O
M
入

糞
尿
溜
施
設
を
設
置
。

i会宇 i
== ;t.<:; j 
f 刀之 主

i場月 3

o
黒
部
宇
奈
月
線
長
屋

地
区
の
道
路
改
良
を

四
十
四
年
十

一
月
末
完
成
。

(用

地
買
収
な
ど
の
た
め
、
四
十
三
年
度

か
ら
繰
越
さ
れ
て
い
た
も
の
。〉

Z会上 i

f場 市 3

o
立
山
水
橋
線
と
北
陸
線
の

立
体
文
差
を

四
十
四
年
三
月
未
完
成
。

o
複
式
学
級
の
編
成

四
十
四
年
度
に
お
い
て
、
小
学
校

二
箇
学
年
は
、
児
童
数
二
五
人
が
二

三
人
と
な
り
、

三
箇
学
年
は
、

二
三

人
が
二

O
人
に
改
善
。

ー

I
ノに) 

o
過
疎
地
帯
の
パ
ス
対
策
を

道
路
整
備
の
実
施
、
国
の
辺
地
バ

ス
路
線
維
持
費
補
助
に
対
す
る
県
費

継
ぎ
た
し
、
国
の
補
助
対
象
の
な
い

路
線
の
県
費
助
成
額
は
、
四
十
五
年

度
三
O
O万
円
予
算
化
。

昭
和
四
十
四
年
度

i会新 f

i場湊 i

o
新
港
従
事
職
員
の
優
遇
措
置

新
港
背
後
地
の
用
地
買
収
業
務
に

従
事
す
る
職
員
の
う
ち
、
直
接
そ
の

交
渉
に
た
ず
さ
わ
る
職
員
に
四
十
五

年
四
月
か
ら
、
用
地
交
渉
業
務
従
事

手
当
を
支
給
。

o
鍛
治
川
の
埋
め
立
て

新
湊
市
堀
岡
地
区
の
都
市
下
水
道

事
業
と
し
て
、
四
十
五
年
五
月
完

成
。
延
一
万
二
、
三
二
四日間
。

- 8-

o
横
断
歩
道
と
信
号
機
を

射
北
中
学
校
前
の
横
断
歩
道
の
移

設
、
押
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
四
十
四

年
九
月
設
円
。

川

滑

川

川

川

会

場

o
身
体
障
害
者
の
自
動
車
税

免
除
を

四
十
五
年
度
か
ら
自
動
車
税

(二

期
分
以
降
)
、
自
動
車
取
得
税
(
条

例
施
行
日
以
降
の
取
得
分
)
を
減

o
県
の
文
化
財
保
護
を

大
山
町
武
部
神
社
男
神
、
女
神
像

の
修
理
を
四
十
五
年
度
に
お
い
て
実

施
。

て ~ CI  

~ ::z:>;' r司

2場岡 i

o
小
銭
拾
得
箱
の
設
置
を

小
額
金
拾
得
額
二
五
O
桐
を
全
竺

察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
に
設
置
。

四
十
四
年
十
二
月
末
現
在
の
拾
得
同

八
O
七
人
四
万
二
、
二
五
O
円
。

こ と しの県政公聯会風景 (利賀会場〉

ミ企色 J

.:: -… 
i場津 i

- 9-

o
八
号
線
と
新
住
吉
線
に

交
通
信
号
機
の
設
置
を

四
十
四
年
十
一
月
多
段
式
信
号
機

を
設
置
。

婦
人
県
政
公
聴
会

十
一
月
十
九
日
(
木
)
井
波

小
学
校
十
一
月
二
十
四
日

(
火
)
上
市
町
中
央
小
学
校
で

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
、
婦

人
の
方
々
の
卒
直
な
ご
意
見
、

ご
要
望
を
知
事
や
県
の
部
課
長

が
お
聞
き
し
ま
す
。



みんな1 の県政

第
川
内
回
青
年
議
会
ひ
ら
く

現

地

視

察

で

県

政

を

研

究

赤

羽

に
万個.、.

」

協

力

を

/

し、

グ
ト
ン
ボ
が
見
送
る
赤
い
羽
恨
、

と
ん
ぼ
も
秋
の
赤
ト
ン
ボ
4

と
い
う

歌
い
出
し
の

「赤
い
羽
根
の
歌
」
が

う
た
わ
れ
た
の
を
、
ご
存
知
で
し
ょ

う
カ
。

も
う
二
O
年
以
上
も
前
の
こ
と

で
、
共
同
募
金
も
い
ま
で
は
俳
句
の

季
題
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
す

っ
か
り

秋
の
風
物
詩
に
な
り
ま
し
た
。

共
同
募
金
の
意
義
は
大
き
く
、
尊

い
も
の
で
す
。

お
互
い
・に
助
け
あ

い
、
幸
せ
な
生
前
が
送
れ
る
よ
う
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
協
力
し
ま
し
ょ

A
ノ
。

中田知事の提案理由説明をきく青年議員

青
年
が
県
政
に
関
心
を
深
め
る
と

と
も
に
、
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ

よ
う
と
す
る
、
第
一
四
回
富
山
県
青

年
議
会
は
、
十
月
六
日
午
前
一
一
時

か
ら
県
議
場
で
開
会
式
を
行
な
い
、

ひ
き
つ
づ
い
て
組
織
議
会
を
聞
き
ま

し
た
。市

町
村
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
三
九

人
が
出
席
。
会
期
を
十
一
月
一
二
十
日

ま
で
の
五
六
日
間
と
き
め
、
議
長
に

浜
井
祐
雄
君
(
二
九
)

H
氷
見
市
、

副
議
長
に
浦
上
力
雄
君
(
二
八
)

H

富
山
市
を
選
出
。
総
務
、
教
育
厚

生
、
産
業
経
済
の
三
常
任
委
員
と
公

害
対
策
特
別
委
員
を
選
び
ま
し
た
。

休
憩
に
入

っ
た
あ
と
、
公
害
防
止

対
策
な
ど
県
政
研
究
二

O
議
案
に
つ

い
て
、
中
田
知
事
の
提
案
理
由
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。

会
期
中
、
各
常
任
委
員
会
は
、
現

地
視
察
を
行
な
っ
て
県
政
を
研
究
、

十
一
月
一
二
十
日
の
本
会
議
で
質
問
を

行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

みんなの県政

- 10ー

黒

部

学

園

重

度

と

う

起

工

重

度

の

精

薄

児

収

容

施

設

黒
部
市
石
田
に
あ
る
知
恵
の
遅
れ

た
子
供
た
ち
の
施
設
、
県
立
黒
部
学

園
の
重
度
と
う
起
工
式
は
、
十
月
九

円
午
後
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

重
度
と
う
は
、
重
度
の
精
薄
児
を

収
容
す
る
施
設
と
し
て
、
総
工
費

四
、
七
九

O
万
円
で
、
三
、
六

o
o

r
 

平
方
財
の
敷
地
に
九

一
O
平
方
財
の

鉄
骨
平
尾
建
て
、

居
室
九
宅
の
ほ

か
、
遊
戯
窒
、
食
堂
、
静
養
宅
、
機

能
訓
練
室
な
ど
を
設
け
、
全
館
暖
房

設
備
に
よ

っ
て
定
員
三

O
名
を
収
容

す
る
予
定
で
す
。

完
成
は
来
年
三
月
の
予
定
。

(10月 1日富山市西町で〕

-11一

交 通安全を訴える発表者

町
一一

交

通

安

全

県

民

大

会

開

く

安

全

推

進

へ

決

意

も

新

た

に

街頭で共同募金を訴える 阿部県厚生部長

激
増
す
る
交
通
事
故
を
県
民
総
ぐ

る
み
で
な
く
し
よ
う
と
、
第
七
回
交

通
安
全
県
民
大
会
は
、
十
月
二
十

一

日
県
民
会
舘
で
閃
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
中
山
知
事
を
は
じ
め
、

関
係
者
八
五

O
人
が
山
席
。
参
加
者

全
員
が
交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
各
界
代
表
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状
を
訴

え
、
交
通
安
全
へ
の
決
恵
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
七
年
前
に
飲
刑
運
転

に
は
ね
ら
れ
、
主
人
を
な
く
し
た
宵

山
市
の
黒
田
佐
世
子
さ
ん
が

「平
和

な
家
庭
を
破
壊
し
た
飲
刑
運
転
が
に

く
い
」
と
強
く
訴
え
る
姿
は
、
会
場

の
一俣
を
誘
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
交
通
安
全
の
推
進
に

協
力
し
た
、
団
体
や
個
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。



み ん なの県政

iあなたのコーナ;内 あなたのコーチさ二iイ市川あなたのコプナ竺-哩

聞
こ
う
知
ろ
う
確
か
め
よ
う

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
山
輸
一
ノ
七

富
山
県
庁
県
民
課

• か
ら
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
三
十

一

日
ま
で
の
聞
に
、
贈
与
を
受
け
た
推

定
相
続
人
の
一
人
(
二
十
才
以
上
で

あ
り
、
三
年
以
上
農
業
に
従
事
し
た

も
の
で
、
農
地
な
ど
の
取
得
後
も
民

業
に
従
事
す
る
こ
と
)
で
あ
っ
て
、

贈
与
税
巾
告
書
の
提
山
則
限
前
に
納

期
限
延
長
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
贈
与
税
の
額
に
相
当

す
る
担
保
を
提
供
し
た
方
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
納
則
阪
の
延
長
は
、
贈
与
者

の
死
亡
に
よ
っ
て
相
続
人
に
課
税
さ

れ
る
相
続
税
の
納
朋
限
ま
で
、
さ
ら

に
贈
与
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、

そ
の
農
地
な
ど
が
相
続
さ
れ
た
-
」
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、
相
続
税
の
計
算

に
よ
っ
て
税
負
担
が
怪
く
な
り
ま

す
。ま

た
、
県
税
で
あ
る
不
動
産
取
向

税
の
納
期
限
も
相
続
税
の
納
期
限
ま

で
延
長
さ
れ
、
贈
与
者
ま
た
は
受
贈

者
の
死
亡
に
よ
っ
て
納
税
義
務
が
免

• 農
地
の
贈
与
と
税
金

答

民
地
な
ど
を
贈
与
さ
れ
た

場
合
に
は
、
贈
与
税
と
不
動
産

取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
あ

な
た
の
よ
う
な
場
合
、
税
の
納

期
限
延
長
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
贈
与
税
の
納
期
限
の
延

長
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
民
業

を
三
年
以
上
営
ん
で
い
た
例
人

で
、
開
和
三
十
九
年
一
刀
一
日

児
童
の
遊
園
施
設
を

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答

小
規
模
な
児
童
遊
園
お
よ
び
児

童
館
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
各
市
町

村
に
お
い
て
積
極
的
に
設
置
す
る
よ

う
、
県
で
は
指
導
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
な
お
い
っ
そ
う
の
促
進
を

は
か
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
児
童
遊

間
の
整
備
補
助
制
度
を
設
け
て
、
市

町
村
が
児
童
の
遊
び
場
を
哨
設
し
や

す
い
よ
う
に
県
賀
補
助
も
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
県
と
し
て
は
、
市
町
村
で

設
置
す
る
も
の
よ
り
も
大
規
模
施
設

(
例
え
ば
希

L

哩
の
森
)
を
建
設
す
る

予
定
で
、
た
だ
い
ま
検
討
中
で
あ
り

ま
す
。

な
お
、
保
育
所
入
所
児
童
の
保
護

者
負
担
金
は
、
原
則
と
し
て
、
全
額

保
設
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
保
謀
者
負
担
の
耐
難
な
家

庭
、
ま
た
は
一
部
の
負
担
困
慨
な
家

庭
に
対
し
て
は
、
負
担
金
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
家
庭
の
所
得

こ
と
し
も
十
一
月
二
十
一
日
か
ら

三
十
日
ま
で
、
寄
生
虫
予
防
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

全
国
的
に
み
て
寄
生
虫
病
の
ま
ん

延
度
は
、
最
近
急
速
に
低
下
し
つ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
根

絶
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
的

(
農
村
地
帯
、
水
郷
地
帯
)

に
は
か
な
り
ま
ん
延
し
た
所

コ
ヨ

も
あ
り
、
と
く
に
都
市
部
と

車
内

農
村
部
の
格
差
が
近
年
ま
す

虫

ま
す
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

生

て
い
ま
す
。

守
ザ

芽
口

園
、
県
、
市
町
村
で
は
、

ミ

こ
の
旬
聞
を
機
会
に
家
族
ぐ

ι-

る
み
の
寄
生
虫
検
査
を
受
け

鴨
川け

る
よ
う
す
す
め
て
い
る
の
で

長
C

す
が
、
受
検
率
は
あ
ま
り
よ

で

く
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
U

こ
れ
ら
寄
生
虫
の
起
こ
す

あ

へ
い
宵
と
し
て
、
貧
血
症
、

-
Z

胃
腸
障
害
、
栄
養
不
良
、
安

眠
妨
需
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
致
命
中

が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き
ま

せ
ん
。
集
問
的
に
寄
生
虫
が
ま
ん
延

し
ま
す
と
、
労
働
力
の
低
下
を
き
た

し
、
そ
の
被
常
は
測
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
私
た
ち

額
に
応
じ
た
負
担
金
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
・ま
す
。

は
、
寄
生
虫
病
に
対
し
て
無
関
心
で

い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
県
に
お
け
る
寄
生
虫
保
卵
率

は
、
昭
和
四
十

一
年
七

・
九
軒
、
四

十
三
年
六

・
七
折
、
四
十
四
年
六

・

三
軒
と
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
的
傾
向
で
も
あ
り
ま

す
が
、
さ
き
に
も
述
べ
ま
し

た
と
お
り
、
山
村
へ
き
地
で

は
四
五
軒
と
、
ま
だ
ま
だ
高

い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

佐

寄
生
虫
の
種
類
と
し
て

衡

は
、
円
以
近
は
鈎
虫
、
畑
山
が

の

少
な
く
な
り
、
ベ
ん
虫
、
腕

み

虫
の
保
有
者
が
多
い
状
況
で

る

す。

げ
れ
暁
虫
に
は
集
団
駆
虫
を

家

と
く
に
焼
虫
を
駆
除
す
る

に
は
、
数
同
実
施
し
な
い
と

完
全
に
駆
虫
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
保
育
所
や
学
校

で
の
場
合
は
、
保
卵
者
が一

汗
に
実
施
す
る
は
う
が
、
よ
り
効
況

が
あ
が
り
ま
す
。

平
素
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
寄
生
虫
に

対
し
、
こ
の
機
会
に
保
健
所
や
寄
生

虫
検
査
所
で
、
家
族
ぐ
る
み
の
検
査

を
受
け
、
寄
生
虫
病
を
出
絶
し
た
い

も
の
で
す
。

(
公
衆
衛
生
課
)
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。ベ
サ

「

ら

い

ち

ょ

う

、

富

山

県

内

の

雷

鳥

人

口

(

ポ

ピ

ュ

て

つ

け

、

左

脚

は

固

体

識

別

用

、
右

私

た

ち

、
富
山
県
教
育
委
員
会
の

…

富

山

県

の

烏

一
雷

鳥

」

レ

l
シ
ョ
ン
)
は
日
本
一
だ
。
県
の
脚
は
生
ま
れ
年
が
判
か
る
よ
う
に
、

主
宰
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
。
国

…

湯
浅
純
孝
技
師
は
、
立
山
三
山
の
一
戸
籍
簿
に
メ
モ
し
、
こ
と
し
新
雪
の
立
科
学
博
物
館
な
ど
の
協
力
も
得
、

ト
1
14

A

¥

3

ρ

二
、

相

オ

足

一

つ
、
浄
土
山
の
約
百
診
に
つ
き
、
雷

降

っ

た

こ

ろ
、
私
も
お
手
伝
い
し
た
昭
和
四
十
年
い
ら
い
、
人
工
ふ
化
(

…

¥
富
山
県
鳥
獣
審
議
会
会
長
/

‘

戸
富
山
大
学
名
誉
教
授
」

鳥
人
口
を
J

調
べ
る
た
め
、
白
い
長
ぐ
い
か
、
こ
の
五
年
間
ほ
ど
に
、
ヒ
ナ
一
ウ
コ
ッ
ケ
イ
を
母
鶏
と
す
る
方
法
と

…

…

雷
鳥
は
、
古
い
文
献
に
は
「
来
へ
の
っ
て
指
定
公
示
し
た
の
は
、
ど
う
つ
の
よ
う
な
羽
の
生
え
て
い
る
ス
ネ
二
六
羽
と
親
鳥
一
一
四
羽
、
計
二
四
電
気
ふ
化
器
に
よ
る
方
法
)
、
人
工

…

…
ん
に
鳥
を
な
ら
べ
、
橋
(
ラ
イ
)
と
読
や
ら
富
山
県
(
昭
和
三
十
六
年
十
一
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
色
と
り
ど

O
羽
も
記
録
し
て
い
る
。
死

亡

し

て

飼

育
、
平
地
飼
育
な
ど
を
行
な

っ
て

…

…
み
、
ラ
イ
と
い
う
虫
を
食
べ
る
鳥
か

月一一
一日
)
が
最
初
で
あ

っ
た

だ

け

に

り

の
脚
併
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
あ
わ
せ
い
る
も
の
も
あ
る
と
は
い
う
も
の
成
功
し
て
い
る
。
自
然
環
境
に
お
い

…

…
ら
は
じ
ま
り
、
の
ち
に
雷
に
か
か
わ

B
E
E
-
EE
s
t
e
ta
E
E
EE
E
E
E5
32
E
E
ES
E
-
BE
E-

の
、
二
O
O羽
近
く
は
住
ん
で
い
る
て
生
息
し
て
い
る
ヒ
ナ
の
八
割
以
上

…

…
り
の
あ
る
鳥
」
と
い
う
わ
け
で
、
雷

・

・

園

翠

嵐

園
田
・
・
・
・
罷

困

・

・

・

・

圃

だ

ろ

う

。

は

、
天
敵

(
イ
ヌ

ワ
シ

・
ク
マ
タ
カ

…

一
鳥
と
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

外
国
に

・

・

・

・

際

R
凶
・
・
・
・
・
聞
瀕

協

.

.

.

.

.

.

.

 北

雷

鳥

は

、
百
万
年
ほ
ど
前
か
ら
地

・
ト
ン
ビ

・
ヤ
マ

イ
タ
チ

・
野
犬
な

…

…
い
る
雷
鳥
と
は
ち
が
う
の
で
、

-一
ッ

圃
・
・
・
・
・
・
・
聞
幽
・
・
・
・
・
・
・
腰
轍
凶
融
幽
・
・
・
・
・
・
・
・

な
球
を
四
回
も
お
そ
っ
た
寒
い
氷
河
期
ど
)
に
食
害
さ
れ
る
の
で
、

一
つ
が

…

・・・・・・・・・・・・・・・・幽
--------------
hv民国際
・・・・・・・・・・・・・・・・・

と

、

…
ポ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
よ
ぶ
の
が
正
し

圃
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
圃
園
田
富

・

・
・
・
・
・
・

鵬

を

生

き

ぬ

い

た

鳥

で

、
い
わ
ば
、
永
い
の
間
に
生
ま
れ
る
六
J
七
羽
の
ヒ

…

…
い
。
キ
ジ

・
ヤ
マ
ド
リ

・
ウ
ズ
ラ
な

.

.

.

.

.

.

.
 ，
 
..... 開闘
購

組
圃
圃
・
・
・
・
・

山

河
時
代
か
ら
の
遺
存
動
物
で
あ
る
。

ナ

を
母
鳥
と
と
も
に
仮
設
ケ
ー
ジ
内

…

…
ど
と
と
も
に

3
2属
し
、
北
半

・

・

・

・

E・
E
・
-
司
噴

い

晶
画

---
T生

き
た
化
石
と
も
い
え
よ
う
。
最
後
に
保
護
飼
育
す
る
こ
と
も
試
み
た

い

------------E--岡

崎
温
圃
凋
を

-U

J

当固・・・・・・・・

こい

…
球
の
北
部
だ
け
に
住
ん
で
い
る
鳥
の

・
・
・
・
・
・
・
・
圃
圃
・
・
F

胡
叱
汁
・
1
画

・
・
・
・
・
・

御

著

の

氷

河
時
代
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
二
が
、
ほ
と
ん
ど
一

O
O軒
に
近
い
ヒ

-----------------------FE--・・'
a
T
'

¥
A
圃・・・・
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-----------------------R
ι
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月が

…
な
か
ま
で
、
日
本
が
南
限
だ
。

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.
 

，F
F
望
丸
薗
・
・
・
・
・
・

カ
線
万
年
前
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
二

ナ

が

無
事
生
育
す
る
こ
と
を

実
験

一

------------FE------------E・
E

・---岨・・・・・
8
限

U

、

主
な
産
地
は
中
部
山
岳
、
と
く
に

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
薗
・
・
・
・

、
過
万
年
前
か
ら
中
部
山
岳
を
中
心
と
し
し
、
こ
れ
ら
の
保
護
増
殖
計
画
は
ひ

…

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.
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が
の

、

…
立
山
山
系
で
あ
っ
て
、
新
潟
県
の
火

圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

U

純
て
住
み
つ
い
て
い
る
ら
し
い
、
清
浄
と
ま
ず
成
功
し
た
も
の
と
思
わ
れ

…

…
打
山、

長
野
県
の
御
岳
山、

爺
が

・
・
・
・
・
・
・
聞
阻

---------------
P

蹴

無

垢

な

霊

鳥

で

あ

る

。

る

。

…
岳
、
岐
阜
県
の
乗
鞍
岳
な
ど
が
産
地

圃
・
・
・
・
・
・
聞
幽
・
圃
圃
置
圃

----------
uk野

鳥
で
も
あ
る
が
、
ま
た
ト
キ
や

し

か

し
、
な
お
大
切
な
こ
と
は
、

、

・・・・・・・・・・・・・周回・・司
・園・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃

てな

…
と
し
て
は
有
名
だ
。
白
山
の
雷
鳥
は

・
・
・
・
・
・
・
・
・
開
祖
掴
圏
圃
圃
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

っ
と
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
と
も
に
、
わ
が
国
の

ほ

か

の

動
物
や
植
物
、
無
機
的
な
環

…

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開
d
F
q4

何回圃・・・圃圃圃・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

よρ

、

…
古
来
、
中
央
の
歌
人
な
ど
に
知
ら

圃

・

・

・

圃

司

諸

処

緬

闘

圃

・

・

圃

・

・

・

・

・

圃

広
特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
も
指
定
さ
境
要
因
な
ど
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
を

一

…
れ
、
文
献
も
数
多
い
が
、
ど
う
い
う

・
・
・
・
・

ιメ

¥

一

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

お

れ

、
国
宝
あ
つ
か
い
を
う
け
て
い
考
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
然
環

一

…
わ
け
か
近
来
さ

っ
ぱ
り
出
現

L
t
・

-

-

-

〉

f
A園

・

・

・

・

・

・

2
る
。
後
の
二
者
は
滅
び
ゆ
く
鳥
類
と
境
の
保
護
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

…

・・・・・司
ヲ
i
i

怜凶・・・・・・・・・・・・・・・・・・園

めす

…
ょ
う
だ
。
ま
さ
か
石
川
県
が
雷
鳥
の

圃

司

一気

L
tJ
凶

圃

・

・

・

・

・

・

じ
、
し
て
惜
し
ま
れ
、
ど
ち
ら
も
十
羽
ほ
私
ど
も
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
は
、

一

・・・ヲ酬
がv

h一回
E

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

はで

い

い
天
敵
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
を
県
鳥
と
し

圃
圃
聞

い

h
・

EE--EE----------------・

、
雄
ど
し
か
い
な
い
の
で
、
強
力
な
保
護
県
の
衛
生
研
究
所
の
方
々
も
お
ら

…

-
E
F
M
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-
E

・E
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月は

…
て
指
定
し
た
た
め
で
も
あ
る
ま
い
。

圃
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圃
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

引
J

対
策
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
雷
鳥
は
れ
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
に
よ
る
病
原
体

一

…
か
つ
て
富
士
山
に
数
羽
人
工
的
な
移

圃
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

側
雌
留
鳥
で
あ
り
、
古
く
か
ら

「立
山
神
の
感
染
に
つ
い
て
も
、
と
く
に
注
意

…

…
住
を
さ
せ
た
。

圃
-
-
圃
・
・
・
岡
国
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
圃

昭
左
の
お
使
い
」
と
し
て
県
民
に
親
し
ま
し
、
細
菌
掌
的
試
験
を
も
行
な

っ
て

…

、

日
本
で
、
県
鳥
と
い
う
も
の
を
名

・
園
田
園
・
・
・
・
・
園
田
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

れ

て

い

る

名

鳥

だ

。

い

る

の

が

特

長

だ

。

…
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知
識
、

雪
を
い
た
だ
い
た
冬
山
は
、
大
什

然
の
う
ち
で
も
最
も
美
し
い
盗
と
い

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
若
い
ア
ル

ピ
ニ
ス
ト
が
坦
爽
と
冬
の
山
へ
入

っ

て
ゆ
く
気
持
は
、
十
分
理
解
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
美
し
い
冬
山
は
、
下

面
、
懐
惨
な
遭
難
が
潜
み
、
遭
難
者

の
血
で
い
ろ
ど
ら
れ
た
山
肌
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

冬
山
遭
難
は
、

冬
山
特
有
の
気
象

条
件
に
災
い
さ
れ
て
起
き
る
各
種
の

遭
難
と
と
も
に
、
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
登
山
者
の
冬
山
に

対
す
る
技
術
、
経
験
の
不
足
か
ら
く

る
遭
難
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
木
県
の
山
岳
地
帯
は
、

大
陸
か
ら
の
強
い
季
節
風
と
党
、気
同

が
日
本
海
沿
岸
に
接
近
す
る
た
め
、

恵
天
候
の
連
続
で
、
厳
し
い
寒
気
、

吹
雪
、
豪
雪
に
加
え
て
な
だ
れ
の
発

生
も
伴
う
の
で
、
登
山
者
は
、
つ
ね

に
自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
、
と
き

に
は
死
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
登

山
中
は
、
気
象
条
件
が
厳
し
く
、
来、

ず
、
ま
た
、
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
を
持
た

な
か

っ
た。

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
、
冬
山
登
山
期
を
間
近

技
術
、

経
験
を

さ
と
波
労
が
倍
加
し
、
無
計
画
、
無

謀
な
を
山
は
、
容
以
な
く
悲
惨
な
事

故
に
つ
な
が
り
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
山
遭
難
に
死
者
が
多
い

の
は
、
冬
山
に
お
い
て
、
吹
雪
ゃ
な

だ
れ
に
よ

っ
て
一
時
に
大
量
の
事
故

者
が
出
る
こ
と
で
す
。
昨
年
一
月
、
剣

岳
周
辺
で
発
生
し
た
大
量
遭
難
は
、

連
日
一

M
余
り
の
降
雪
が
八
日
間
も

続
い
た
た
め
に
、
登
山
中
の
パ
ー
テ

ィ
の
大
半
が
、
吹
雪
と
大
雪
に
行
動

を
は
ば
ま
れ
て
孤
立
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
無
理
を
し
て
行
動
を

起
こ
し
た
パ
ー
テ
ィ
は
、
予
期
し
な

い
な
だ
れ
に
遭
遇
し
て
、
全
員
行
方

不
明
に
な
る
不
運
な
事
故
も
あ
っ

て
、
十
五
パ
ー
テ
ィ
、
八
十
一
名
に

お
よ
ぶ
大
量
遭
難
に
発
展
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
を
検
討
し
て
み
ま

す
と
、
冬
山
は
、
登
山
に
つ
い
て
の

ル
l
ル
は
な
く
、
近
ご
ろ
は
交
通
機

関
の
発
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
誰

ーいはか

登つひ
山 ぎか
前のえ

左足剣
枇注岳

産そ奇
術ての
を く登
体だ山
得 さ者

みんなの県政

，F、

救
助
隊
に
数
出
さ
れ
る
女
子
大
生

し
た
い
も
の
で
す

十
分
な
装
備
と
山
の
知
識

経
験
を
も

っ
て
登
山

で
も
簡
単
に
危
険
な
と
こ
ろ
へ
入
り

こ
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
山
の
知

識
や
技
術
、
経
験
の
不
足
か
ら
起
き

る
遭
難
が
多
く
、
そ
れ
に
無
謀
登
山

の
多
い
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
見
の
が
せ
な
い
こ
と
で
す
。

本
県
で
は
、
過
去
五
年
間
の
積
雪

期
(
十
一
月
J
四
月
)
に
は
、
遭
難

で
死
者
五
十
人
と
、
大
量
の
犠
牲
者

が
出
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
・ら
の
遭
難
原
因
を
み
ま
す

と一
、
リ
ー
ダ
ー
の
統
率
力
が
な
く
、

計
画
ど
お
り
行
動
し
な
か
っ
た
。

一一
、
目
的
の
山
の
事
前
研
究
が
不
足

し
て
い
た
。

三
、
冬
山
の
経
験
の
な
い
者
が
冬
山

登
は
ん
を
試
み
た
。

四
、
頂
上
ア
タ
ッ
ク
に
軽
装
で
山
か

け
、
途
中
で
吹
雪
に
遭
遇
し
た
。

五
、
テ
ン
ト
、
雪
洞
の
設
営
場
所
が

思
く
、
な
だ
れ
で
つ
ぶ
さ
れ
た
。

六
、
な
だ
れ
地
併
を
承
知
で
無
謀
に

通
過
し
、
表
層
な
だ
れ
に
や
ら
れ

た
。

七
、
吹
雪
で
下
山

コ
l

ス
を
誤
っ

た
。

八、

雪
庇
が
く
づ
れ
、
転
落
し
た
。

九
、
氷
雪
地
帯
で
ス
リ
ッ
プ
転
落
し

た
。

十
、
テ
ン
ト
内
に
キ
l
パ
ー
を
残
さ

し
、
そ
の
う
え
経
験
豊
か
な
リ
|

〆
l
の
も
と
で
行
動
す
る
こ
と
。

二
、
計
画
、
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
、

装

備
、
食
糧
は
、
最
悪
の
状
態
に
も

対
処
で
き
る
余
裕
を
も
つ
こ
と
。

三
、
冬
山
気
象
の
変
化
に
は
、
情
報

の
入
手
を
確
実
に
行
な
い
、
行
動

の
判
断
は
、
さ
ら
に
慎
重
と
冷
静

さ
を
も
つ
こ
と
。

四
、
計
画
書
は
、
事
前
に
家
庭
、
会

社
、
大
学
お
よ
び
所
定
の
届
出
先

(富
山
県
は
、
県
庁
観
光
課
)
へ

提
出
す
る
こ
と
。

五
、
冬
山
は
、
い
つ
で
も
な
だ
れ
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
降
雪

小
と
そ
の
翌
円
は
、
行
動
を
中
止

す
る
ぐ
ら
い
の
気
備
え
が
必
要
で

す
。

(
警
察
本
部
〉

最近の冬山遭難状況 (12'""3月〉
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一
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ひ き逃げ追放 1

103件県下ですでに

。コ

抽
件
で
す
か
ら
、
警
察
で
は
殺
人
、
強

…
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
と
同
様
に
取
り

崎
組
み
、
絶
対
に
逃
げ
得
を
許
さ
な
い

即
決
意
で
強
力
な
捜
査
を
進
め
て
い
ま

…
す
。
次
の
こ
と
に
進
ん
で
協
力
し
、

幅
ひ
き
逃
げ
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

帥

…

車
の
特
徴
を

…

お
ぼ
え
て
届
出
を

曲
事
故
を
起
こ
し
た
自
動
車
や
オ
l

…
ト
バ
イ
が
逃
げ
る
の
を
見
た
場
合
、

崎
市
の
ナ
ン
バ
ー
、
記
り
、
色
、
刑
な

恥
ど
の
特
徴
を
よ
く
み
て
、
す
ぐ
一

一

…

O
番
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

崎
早
い
届
け
山
は
、

一
O
O軒
険
挙

…
で
き
ま
す
が
、
遅
れ
る
と
出
奈
川

抽
難
に
な
り
ま
す
。

蜘

…

進
ん
で
協
力
を

…
ひ
夕
、
逃
げ
事
件
が
発
生
し
ま
す
と

抽
警
察
で
は
、
被
告
山
に
あ

っ
た
人
や
什

…
近
の
人
々
に
い
ろ
い
ろ
お
た
ず
ね
し

抽
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
い
つ
ご
ろ
こ

…
ん
な
卓
が
通
っ
た
。
ま
た
、

こ
ん
な

ゅ
う
わ
さ
が
巴聞
い
て
い
る
が
、
な
ど
と

蜘
い
う
の
は
犯
人
割
り
川
し
に
大
切
な

…
糸
口
に
な
る
の
で
す
。

働
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
見
た

…
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
を
進
ん
で
話
し

ピ
l
ポ
と
鳴
り
ひ
び
く
サ
イ
レ
ン

の
計
。
毎
日
の
よ
う
に
私
た
ち
の
ま

わ
り
で
交
通
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
の
う
ち
で
最
も
思
質

な
も
の
に
「
ひ
夕
、逃
げ
」
が
あ
り
ま

」
9
0ひ

き
逃
げ
と
は
、
交
通
事
故
の
う

ち
、
例
え
ば
、
人
の
死
傷
は
も
ち
ろ

ん
、
市
に
損
傷
(
あ
て
逃
げ
)
を
与

え
て
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
て
し
ま
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
十
月
二
十
五
日
現
在

す
で
に
県
下
で
一

O
三
件
の
ひ
き
逃

げ
事
件
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
る
死

者
は
七
人
、
負
傷
者
六
四
人
、
物
損

三
九
件
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

ひ
き
逃
げ
は
、
極
め
て
悪
質
な
事

- 14-

て
、
使
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転

無
免
許
運
転
の
追
放

ひ
主
逃
げ
犯
人
の
逃
げ
た
動
機
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
飲
酒
運

転
中
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
の
が
、

四
四
軒
、
無
免
許
運
転
中
が
八
軒
で

全
体
の
五
こが
引
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
飲
酒
運
転
、

無
免
許
運
転
を
追
欣
す
る
こ
と
が
、

ひ
台
逃
げ
事
件
を
な
く
す
る
キ
メ
子

に
な
り
ま
す
。

運
転
者
の
方
へ

-15 -

運
転
者
は
、
万
一
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
ら
、
絶
対
に
逃
げ
な
い
こ
と

で
す
。
逃
げ
る
と
事
故
を
起
こ
し
た

処
罰
の
ほ
か
に
、
負
傷
者
の
救
護
、

そ
の
他
現
場
措
置
を
怠
っ
た
者
と
し

て
、
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一

O

万
円
以
下
の
罰
金
。

ま
た
、
警
察
官
に
事
故
の
報
告
を

怠
っ
た
者
と
し
て
一
年
以

下

の
懲

役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
の

刑
が
加
え
ら
れ
、
重
く
処
罰
さ
れ
ま

す
。

(
警
察
本
部
)

× 

× 
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内
部
身
障
害
者
更
生
指
導
所
で
は

呼
吸
器
(
結
核
)
、
心
臓
病
な
ど
が
治

癒
し
て
退
院
し
て
も
、
直
ち
に
職
業
に
つ

く
こ
と
は
無
理
で
す
。

一
般
に
は
、
家
庭

に
お
い
て
後
保
護
さ
れ
る
場
合
、
家
族
は

そ
れ
ぞ
れ
働
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
経
済
上
や
家
雌
四
時
境
か
ら
、
特
別
な

食
事
を
常
に
準
備
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
医
師
が
必
要
と
認
め

る
人
を
こ
の
施
設
に
収
容
し
保
健
婦
さ
ん

が
、
隣
接
の
巾
央
病
院
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
各
人
に
必
要
な
指
導
と
訓
練
を
行
な
い
、
社
会

復
い
附
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
更
生
指
導
所
で
は

一
五
才
以
上
の
身
体
障
害
者
(
肢
体
不
自
由
者
)

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
、
四
十
年
九

月
に
開
所
さ
れ
た
も
の
で
、
肢
体
不
自
由
者
の
社
会

復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
医
学
的
管
理
の
も
と
に
、

理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
職
能
訓
練
の
三
つ
の
柱
を

軸
と
し
て
運
営
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
身
体
障
害
者
の
適

性
に
応
じ
て
専
門
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

、‘

' 
. 

，、
氏機 能訓練にはげむ入所者

/ 

、，

鴻
i
t
-
-
r
F
 !ノ

と
く
に
職
能
訓
練
は
、
洋
裁
、和
裁
、編
物
手
芸
、

家
庭
電
器
修
理
の
四
科
を
設
け
て
訓
練
を
行
な

っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
入
所
者
の
中
で
、
自
動
車
運
転
免

許
取
得
希
望
者
に
は
、
県
が
さ
き
に
購
入
し
た
身
附

者
専
用
の
自
動
車
に
よ
っ
て
操
作
訓
練
も
行
な
い
、

運
転
免
許
の
資
格
取
得
希
望
に
応
じ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で
は

身
体
障
害
者
の
す
べ
て
の
相
談
窓

μ
と
し
て
、
相

談
に
応
じ
、
各
人
の
適
性
に
応
じ
た
施
設
へ
入
所
さ

せ
る
な
ど
、
肢
体
不
自
由
者
の
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
か
ら
、・
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

↑近代的な身体障害者更生指導所

←専門の相談員がやさし く相談に応じて くれます
医務室て‘治療を受ける 入所長→
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高

瀬

保

(富
山
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員
)

富

豪

た

ち

の

一
代
に
し
て
巨
万
の
富
を
築
い
た

川
銭
屋
五
兵
衛
が
、
河
北
潟
干
拓
で
失

川
敗
し
、
密
貿
易
の
容
疑
を
う
け
、
厳

州
重
な
取
調
べ
を
う
け
な
が
ら
牢
死
し

川
た
の
は
、
嘉
、
氷
五
年
十
一
月
(
一
八

五
二
〉
で
あ

っ
た
。
銭
屋
五
兵
衛
は

川
広
く
組
小
と
も
交
易
し
た
人
で
あ
っ

川
た
だ
け
に
、
彼
の
取
調
べ
の
本
意
は

川
川
で
あ
る
か
は
人
々
の
う
わ
さ
に
な

川

り
、
流
言
を
生
ん
で
い

っ
た
に
違
い

ー
な
い
。
明
け
て
嘉
永
六
年
六
月
、
。へ

リ
ー
が
四
隻
の
黒
船
を
引
つ
れ
て
浦

川
州
民
に
来
て
開
港
を
迫

っ
た
。
幕
府
は

川
町
否
の
方
針
を
と

っ
て
い
た
。

加
賀

・
富
山
両
藩
の
沿
岸
は
約
六

0
0キ
ロ
あ
る
。
黒
船
は
水
深
約
二

'

Mあ
れ
ば
、
そ
の
ど
こ
に
で
も
自
由

川
に
乗
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
。
来
航
す
る
か
も
知
れ
な
い
黒
船

を
撃
つ
た
め
に
、
西
洋
流
大
砲

・
小

ーーーー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー

(~~18回)

供

養

銃
数
百

・
数
千
丁
が
必
要

で
あ

っ

た
。
似
内
の
す
べ
て
の
人
々
は
経
費

を
節
約
し
、
富
を
結
集
し
、
総
力
を

あ
げ
て
そ
の
防
禦
に
あ
た
ら
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
っ

古

人

以

人
X

こ
の
嘉
永
六
年
に
、
東
水
怖
の
次

に
の
ベ
る
豪
商
七
家
は
、
先
祖
や
年

若
く
し
て
死
ん
だ
愛
子
ら
の
菩
提
の

た
め
に
、
方
々
の
貧
窮
者
を
救
済

し
、
ま
た
非
常
の
事
が
あ
っ
た
と
き

対
処
す
る
基
金
に
す
る
と
し
て
、
大

金
を
新
川
郡
奉
行
に
寄
付
を
申
し
出

た
。金

一

O
O両
尾
嶋
屋
伝
右
衛
門

(
隙
造
業
)

金
七

O
両

尾

嶋

屋

次

郎

兵

衛

(油
臼

・
売
薬
業
〉

金
七

O
両

四

十

物

屋

七

右

衛

門

(
肥
料

・
売
薬
業
)

金
五

O
両

造
業
)

金
三
五
両

(質
陪
業
)

金
二
O
刈

狐
塚
伝
三
郎

(，郎

刷出船
業〉

州政
二
貫
日

細
船
業
)

当
時
は
点
水
怖
の
い
数
は
約
じ

O

L
L
野
山
花
半
兵
衛

(

O
、
う
ち
一
一O
O一い
は

一
O
O
LX
(

&
完

!
?
?

1

1

8

・

i

.h
m
…
屋
権
兵
衛

(

か
い
な
ぎ
き

川
崎
尾
甚
れ
街
川

， . . 

へff.r)小

小
川
の
露
天
風
呂

(朝
日
町
)

朝
日
町
の
泊
か
ら
南
東
へ
約
二
二
J
、

山
あ
い
を
小
川
に
そ

っ
て
の
ぼ
る
と
、
目

前
に
烏
帽
子

・
朝
日
な
ど
の
秀
峰
が
迫

っ

て
、
天
然
の
風
致
を
思
わ
せ
る
。

そ
こ
に
、
自
然
の
風
景
に
調
和
し
た
露

天
風
呂
が
あ
り
、
保
養
と
清
遊
に
適
し
、

ま
さ
に
夢
の
仙
境
と
い
え
よ
う
。

こ
の
湯
は
、
寛
永
三
年
九
月
三
六
二

六
)
当
時
山
崎
村
吉
祥
院
の
中
興
八
秀
恵

上
人

V
が
、
神
の
導
き
に
よ

っ
て
発
見
、

開
湯
四

O
O年
の
伝
統
を
も

っ
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
、
三
本
の
滝
と
な

っ
て
湯
つ
ぼ

を
た
た
い
て
い
る
。

泉
質
は
、
弱
塩
類
に
属
し
て
温
度
が
高

く
、
胃
腸
病
、
中
風
、
神
経
痛
、
皮
膚
病

な
ど
に
適
し
、
古
来
か
ら
湯
治
客
に
親
し

ま
れ
、
子
宝
を
授
か
る
山
峡
の
い
で
湯
と

し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
湯
治
客
の
中

に
は
、

一
七
年
間
毎
年
一
度
は
訪
れ
る
と

い
う
老
人
も
あ
る
。

泉
量
は
豊
富
で
、
春
は
新
緑
、
夏
は
避

暑
、
秋
は
紅
葉
の
探
勝
地
と
し
て
、
好
適

地
と
い
え
よ
う
。

交

通

国
鉄
泊
駅
か
ら
小
川
畑
泉
元
湯
ゆ
き
パ

ス
で
四

O
分

一

-z--s-===-z=========・
---M

4
A

，P
ぞ

う

川

米
二
升
に
あ
た
る
)
前
後
の
町
万
雑
川

か
け

F
ん

川

の
懸
銀
さ
え
納
め
得
な
か

っ
た

の

川

で
、
郡
奉
行
は
奇
特
の
至
り
で
あ
る
川

と
、
申
込
み
を
受
け
入
れ
、
寄
什
金

川

を
月
壱
歩
の
利
子
を
も

っ
て
貸
付
川

け
、
年
末
に
そ
の
利
子
の
半
額
を
困
川

窮
者
救
済
に
あ
て
、
半
額
を
元
金
に
川

繰
り
込
み
積
み
立
て
る
こ
と
に
し
川

た
。

川

人

以

古

古

川

寄
付
金
は
大
金
で
あ

っ
た
。
当
時
川

米

一
石
は
金
一
両
、
銀
に
し
て
六

O
川

目
位
で
あ

っ
た
。
金
一

O
O両
は
米
川

一
O
O石
、
銀
二
貫
目
は
米
三
三
石
川

に
相
当
し
た
。

川

筆
者
の
幼
少
の
頃
お
寺
に
、
村
中
川

の
人
を
集
め
、

「
ぉ
・参
り
ご
と
」
川

が
あ

っ
た
。
農
閑
期
に
は
各
家
で
も

行
な
わ
れ
た
。
ぉ
坊
さ
ん
の
読
経
の
川

切
れ
目
に
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ

ツ
」
の
川

念
仏
が
静
か
に
流
れ
た
。
「
お
参
り

川

ご
と
」
に
赤
飯
や
餅
が
配
ら
れ
る
の
川

が
常
で
あ
っ
た
。
人
々
は
手
を
出
し

川

そ
れ
を
う
け
る
が
、
こ
れ
が
人
々
の
川

心
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
し
た
。

川

ま
た
大
家
の
人
々
は
慶
弔
に
し
た

川

が
い
、
貧
民
に
米
銭
を
広
く
供
養
、

川

接
待
し
た
。

川

昔
の
宗
教
は
、
蓄
え
た
富
を
人
々

川

に
還
元
す
る
役
割
り
を

担

っ
て
い

川

た
。

州
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置裡君事Z 県政の広報事項を、フィルム構成および対談で放送
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